２００６年度南勢ブロック宣教計画
(短期の評価)

1. 合同ミサをとおして両教会の交流を促進する。

　　　10月15日(日)伊勢教会で開催されたが、ミサの開始時刻を10:30分に、松阪教会のミサ

　　　を取りやめ、バスで伊勢教会に移動するなど参加者拡大に向けて工夫し、104名の参加が
　　　あった。ミサも国際ミサで、外国籍の方々による奉仕が随所にみられ良かった。

　　　　ミサ後の交流会も、席順をくじ引きで決めるなど、交流を目的とするため偏って座らない等、ゲーム感覚で和やかな雰囲気につつまれた。
食事が和食なのでお国によって共有できなかったのは課題。
2. ブロック会議をとおして、更に共同宣教司牧を推進する。

　　　今年は６回開催された。ブロックの問題点を協議する場として定着し、特にブロック会議をとおして、教えていただくことが多いなどの意見がきかれるなど、何でも話し合える今の状態を継続していくことが大切。

3. 司教訪問の準備における協力。

　　　3月19日(日)９時30分から伊勢教会で「南勢ブロック司教訪問ミサ」が行われ、聖歌が

　　　聖堂いっぱいに広がり感動のミサとなった。
特にミサの始まる前、伊勢・松阪合同の聖歌練習、松阪のミサを中止してバスで伊勢に

集まるなど両教会の一体感が感じられた。

　　　　分かち合いの間、教会学校の子供たちは、「手作りの紙芝居」をとおして福音宣教を学習しているなど、司教からお褒めの言葉があった。

　　　「分かち合い」「お食事会」ともに両教会の信徒の交流が図られているよう感じた。

4. 松阪ウォーカソンにおける協力。

　　　4月29日(土・)「第１７回ウォーカソン三重」が松阪教会を中心に開催された。
　　　受付、交差点での横断などで協力体制が機能した。行進を時計回りにして交差点の横断を少なくし、チェックポイントでは、トイレのある場所を選ぶなど、また午前の距離を多くし、午後の距離を少なくするなど工夫がみられ、円滑に運営されたので良かった。

　　　
5. 分かち合いをそれぞれの教会で行い、教区からの課題を深めていく。

　　　年頭書簡：日常からミサを生きるパート３　から第一回は、「新しい福音宣教の心構え」

　　　第二回は、「新しい福音宣教の方法」について、第三回は、「新しい福音宣教の表現」に

　　　ついて、計３回 両教会が同じテーマで分かち合いを行った。

　　　　同じテーマで分かち合ったことは、評価できる。
なれることが大切で、積極的に話しあえるようになったことは、ある程度「分かち合い」について理解が深まったと思う。
